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歳入歳出総額 1,677万円を増額補正し、
　　　　  予算総額117億8,086万円となる　

　

12
月
1
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、
条
例
の
改
正
２
件
、
補
正
予
算
４
件
、

規
約
の
改
正
１
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
・
認

定
各
１
件
、
人
事
案
件
２
件
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
可
決
・
同
意
・
適
任
と
し
た
。

問　
時
間
外
勤
務
手
当

の
増
額
要
因
は
。

答　
台
風
な
ど
の
災
害

出
動
の
ほ
か
、
住
民

票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

係
、
教
育
改
革
関
連
で
業

務
が
増
え
た
。

問　
超
過
勤
務
を
減
ら

す
努
力
は
。

答　
昨
年
よ
り
減
少
し

て
い
る
。
業
務
管
理

を
し
っ
か
り
す
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ

ス
テ
ム
改
修
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
、
国

保
・
介
護
な
ど
特
別
会
計

も
含
め
て
業
務
委
託
は
一

括
発
注
か
。

答　
庁
内
に
は
５
つ
の

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
で
発
注
し
て
い

く
。問　

人
材
派
遣
に
よ
る

臨
時
保
育
士
採
用
の

評
価
は
。

答　
半
日
の
勤
務
を
希

望
し
て
い
る
人
も
あ

り
、
有
効
に
働
き
場
を
活

用
で
き
、
評
判
も
い
い
。

問　
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
予
算
は
、
国
で
は

毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
時
期
に
予
算
化

す
る
理
由
は
。

答　
早
急
に
環
境
改
善

を
行
う
必
要
性
を
認

識
し
た
。

問　
校
舎
外
や
体
育
館

の
ト
イ
レ
は
改
修
し

な
い
の
か
。

答　
体
育
館
に
は
多
目

的
ト
イ
レ
が
あ
る
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　
和
式
か
ら
洋
式
へ

の
変
更
は
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
な
る
。
面
積
を
拡

張
す
る
の
か
。

答　
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー

ス
を
広
げ
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
配
置
を
考
え

る
。

３歳児眼科検診 スクリーニング機器

〇保育園管理費　　　　　　　　　　　
　保育園途中入所対応の臨時保育士賃金など
〇小中学校トイレ改修設計委託料              　　
〇社会保障・税番号制度システム改修委託料  　
〇３歳児検診機器購入　               　　　　　　
〇放課後児童クラブシステム導入委託料       　

884万円

161万円
 161万円
129万円

70万円

平成29年度一般会計補正予算（第３号）

―主な歳出項目―

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑

保育園臨時保育士賃金など増額
12月定例会

2よしだ議会だより 第88号



問　
使
用
料
の
改
定
は

来
年
度
予
算
時
に
提

案
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

答　
体
育
館
利
用
の
申

請
受
付
は
60
日
前
と

な
っ
て
お
り
、
２
月
に
は

申
請
・
許
可
と
な
る
の
で

事
前
の
周
知
も
含
め
て
改

定
し
た
い
。

問　
シ
ャ
ワ
ー
室
が
な

い
。
必
要
で
は
な
い

か
。答　

平
成
13
年
に
撤
去

し
た
。
利
用
者
が
な

か
っ
た
。
周
辺
市
町
で
も

利
用
は
少
な
い
。

問　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
利
用
カ
ー
ド
は
使

え
る
か
。

答　
引
き
続
き
利
用
で

き
る
。

問　
１
回
50
円
で
引
き

続
き
使
用
で
き
な
い

か
。答　

１
回
100
円
と
な
る

の
で
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

問　
企
業
誘
致
区
域
の

東
側
な
ど
の
民
家
へ

の
影
響
は
な
い
か
。

答　
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
地
元
説
明
会
を

行
っ
て
お
り
、
問
題
は
な

い
。

質
疑
な
し

吉
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
同
意

住
吉
２
４
４
９
番
地
の
７

�

久
保
田　

則
夫　

氏

人
権
擁
護
委
員
の
意
見

片
岡
２
５
２
７
番
地
の
１

�

吉
永　

優
子　

氏

　
耐
震
補
強
工
事
中
の
総
合
体
育
館
の
室
名
、
使
用
料
を

見
直
し
す
る
。

　
川
尻
・
高
島
地
区
の
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
誘
致
地

区
内
の
町
道
を
廃
止
し
、
認
定
し
直
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

吉
田
町
体
育
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
質
疑

町
道
の
路
線
廃
止
・
認
定
の
質
疑

介
護
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

吉
田
町
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
改
正

人
事
案
件

藤
枝
市
と
の
救
急
医
療

事
務
の
委
任
に
関
す
る

規
約
の
一
部
変
更

トレーニング機器更新による使用料などの改定

耐震補強工事中の総合体育館

企業３社の区画割 道路・橋梁工事中の企業誘致地区

企業地区内の路線廃止後の町道

吉田町総合体育館
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一般質問

山　口　一　博　議員

全国学力テストの今年度の結果は問

中学校は全科目、平均を下回る答
　

多
く
の
年
数
と
費
用
を

使
っ
た
吉
田
町
ラ
ー
ニ
ン

グ
プ
ラ
ン
事
業
が
、
今
年

度
終
結
す
る
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
の
経
過
や
結
果
に

対
し
て
、答
弁
を
求
め
た
。

問　
26
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
の
４
年
間

で
、
約
６
２
０
０
万
円
を

「
吉
田
町
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
」
事
業
に
費
や
す
予

定
で
あ
る
。

　

最
終
目
標
が
今
年
度
の

全
国
学
力
テ
ス
ト
（
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
）が
、

小
・
中
学
校
共
に
全
国
平

均
を
上
回
る
こ
と
を
目
指

し
た
が
、
そ
の
結
果
や
取

り
組
み
内
容
は
。

答　
学
校
に
お
け
る
授

業
改
善
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
吉
田
町

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

実
施
に
よ
り
得
ら
れ
た
結

果
を
分
析
し
た
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
児
童
生
徒
の
学

力
定
着
が
不
十
分
な
単
元

を
集
中
的
に
繰
り
返
し
、

指
導
方
法
の
見
直
し
や
、

実
態
に
応
じ
た
指
導
な
ど

を
し
て
「
確
か
な
学
力
」

の
定
着
を
図
ろ
う
と
し

た
。
授
業
支
援
員
を
数
名

配
置
し
、
学
力
未
定
着
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
放
課

後
補
充
学
習
を
実
施
し
、

家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
た

め
の
「
家
庭
学
習
の
手
引

き
」
を
作
成
・
配
布
を
し

た
。

問　
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
自
体
が
、

学
校
の
商
品
化
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
保
護
者
は
品

質
の
提
示
や
数
値
の
説
明

を
求
め
る
。
企
業
・
会
社

の
目
標
管
理
方
式
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
が
学
校
現
場

に
入
っ
た
こ
と
が
問
題
で

は
。

　

ま
た
、
教
育
改
革
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
教
員

に
「
あ
な
た
の
学
校
に

と
っ
て
学
力
テ
ス
ト
は
役

立
っ
た
か
」
の
質
問
に
対

し
て
、
約
63
％
が
無
駄
と

答
え
て
い
る
が
。

答　
調
査
結
果
は
、
児

童
生
徒
に
と
っ
て

は
、
意
欲
向
上
や
苦
手
分

野
の
克
服
に
役
立
っ
て
い

る
。
ま
た
教
職
員
は
、
自

分
の
授
業
結
果
や
今
後
の

課
題
対
策
に
役
立
て
て
い

る
。

　

教
育
改
革
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
、
構
成
人
員
も
組
織
も

分
か
ら
な
い
の
で
、
話
す

立
場
で
は
な
い
。

・吉田町ラーニングプラン事業　２６～２９年度
「確かな学力向上のために、学校での授業改善（教師の指導力・授業力の向上）
を基盤にし、児童/生徒の家庭や幼・保・地域で取り組みを活性化する。」
最終到達目標　
今年度全国学力・学習状況調査の小・中学校の平均正答率を全国平均以上
事業費　　26年度2,000万円　27年度1,200万円
　（約）　　28年度1,300万円　29年度1,700万円　　　　計6,200万円

全国学力・学習状況結果　（100点満点で換算）
＊小学校 26年⇒29年 26年⇒29年

国語A A層
100点
～
75点

54.4 55.1 D層
25点
～
0点

（％） 1％以下
国語B 25.4 31.7 13.4 11.6
算数A 66.1 67.1 1％以下
算数B （％） 18.9 17.3
＊中学校
満点得点者

国語A 6 11 数学A 4 4
国語B 4 54 数学B 0 1
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一般質問

藤　田　和　寿　議員

中学校におけるラーニングプランの成果は問

意図した流れを実現できなかった答

問　
な
ぜ
、
中
学
校
は
、

毎
年
度
で
全
国
以
下

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
中
学
校
の
独
自
性

と
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向

け
た
対
応
の
不
足
だ
っ
た

と
分
析
し
て
い
る
。

問　
全
国
ど
こ
の
中
学

校
も
同
じ
と
思
う
が
。

答　
中
学
校
は
、
県
内

で
も
有
数
の
マ
ン
モ

ス
校
で
あ
り
、
教
職
員
数

が
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
傾
向

が
顕
著
に
表
れ
た
。

問　
中
学
校
で
は
、
ど

の
よ
う
な
授
業
改
善

を
行
っ
た
の
か
。

答　
校
内
研
修
な
ど
を

通
じ
て
「
吉
田
中
授

業
ス
タ
イ
ル
」
の
実
践
や

状
況
調
査
の
早
期
対
応
と

分
析
な
ど
、
教
員
全
体
で

取
り
組
む
展
開
を
行
っ
た
。

問　
教
員
の
意
識
改
革

は
さ
れ
た
の
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

が
、
全
教
員
の
意
識

改
革
に
ま
で
は
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て

数
字
に
結
び
付
い
て
い
な

い
。

問　
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ

ン
の
取
り
組
み
が
、

画
一
的
と
な
り
、
教
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下

が
っ
て
い
な
い
か
。

答　
実
施
委
員
会
や
、

リ
ー
ダ
ー
会
議
で
検

討
し
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　

４
月
の
全
国
学
力
状
況
調
査
結
果
に
お
い
て
、
吉
田
中

学
校
は
、
全
科
目
が
全
国
お
よ
び
県
の
平
均
正
答
率
を
下

回
っ
た
と
の
公
表
が
あ
っ
た
。

　
「
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
行
っ
た
ラ
ー
ニ

ン
グ
プ
ラ
ン
の
最
終
到
達
目
標
を
、
中
学
校
は
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」と
す
る
町
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

教
育
委
員
会
の
考
え
を
質
問
し
た
。

-6

-5

-4

-3

-2

-1

0

1

2
国A 国B 数学Ａ 数学Ｂ平均正答率（％）との差

［出典］吉田町教育委員会資料

全国平均

26
年
度

29
年
度

28
年
度

27
年
度

各年度の全国学力状況調査における吉田中学校と全国平均との差

全国平均以下の理由
独
自
性

教科担任制のため、教科の枠を越えて全教員が共通の目標のもと取
り組みに至らなかった。学校が一丸となって授業改善に取り組むと
いう土壌がぜい弱。

移
行
対
応

中学校は小学校教育の土台の上に、専門的な教科を学ぶため、小中
の連携と小中全教員による研修を実施したが、小中学校の接続が弱
かった。
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国
民
健
康
保
険
は
、
年

金
生
活
者
や
被
用
者
保
険

に
入
れ
な
い
雇
用
者
な
ど

が
多
く
加
入
す
る
医
療
保

険
制
度
で
あ
り
、
収
入
に

対
し
て
保
険
税
の
負
担
割

合
が
高
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
県
単
位

広
域
化
に
よ
り
保
険
税
は

ど
う
な
る
の
か
、
被
保
険

者
に
と
っ
て
暮
ら
し
を
左

右
す
る
重
要
な
問
題
で
す
。

　

町
の
対
応
と
考
え
方
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問　
県
の
資
料（
下
表
）

に
よ
れ
ば
、
国
保
加

入
者
一
人
当
た
り
平
均
の

国
保
税
は
吉
田
町
が
県
内

で
一
番
高
い
。
医
療
費
の

水
準
は
県
内
20
位
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
な
ぜ
高
い

の
か
。

答　
過
去
に
お
い
て
基

金
の
取
り
崩
し
を
行

い
保
険
税
の
改
定
を
行
っ

た
。
ま
た
他
市
町
が
行
っ

て
い
る
一
般
会
計
か
ら
の

「
法
定
外
繰
入
」
を
行
っ

て
い
な
い
。

問　
県
単
位
の
広
域
化

に
な
る
と
県
へ
の
納

付
金
は
ア
ッ
プ
し
、
保
険

税
が
値
上
げ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答　
県
か
ら
示
さ
れ
る

納
付
金
額
に
つ
い
て

は
、
各
市
町
の
医
療
水
準

と
所
得
水
準
を
考
慮
し
た

方
法
で
算
定
さ
れ
る
。
現

在
県
か
ら
正
式
な
納
付
金

額
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
検
討
で
き
な
い
。

問　
保
険
税
の
賦
課
方

式
と
し
て
資
産
割
が

あ
る
が
見
直
し
の
項
目
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　
資
産
割
額
は
、
か

つ
て
自
営
業
者
、
農

林
水
産
業
者
が
多
く
、
所

得
割
を
補
う
も
の
と
し
て

導
入
さ
れ
た
。
県
と
の
協

議
を
踏
ま
え
、
見
直
し
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　
子
育
て
支
援
と
し

て
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
対
し
均
等
割
額
の
引

き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

答　
当
町
の
子
育
て
支

援
と
し
て
、
よ
し
に

こ
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
、
出

産
御
祝
い
金
制
度
な
ど
を

始
め
て
い
る
。
均
等
割
額

の
引
き
下
げ
は
町
の
単
独

事
業
と
な
り
財
源
が
必
要

と
な
る
。

問　
保
険
税
の
増
額
を

抑
え
る
た
め
の
制
度

上
の
改
善
策
は
あ
る
か
。

答　
当
町
も
財
政
基
盤

の
強
化
策
な
ど
を
国

に
要
望
し
て
い
る
。
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
、
的

確
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。

一般質問

大　石　　巌　議員

吉田町は国民健康保険税が県内一高い問

一般会計からの「法定外繰入」を行わない答

一人当たり保険料（税）調定額（平成２７年度）
順位 市町名 金額（円）
1 吉田町 115,022
2 御前崎市 113,866
3 牧之原市 112,558
4 沼津市 108,026
5 御殿場市 106,372
6 浜松市 106,288
7 裾野市 105,210
8 小山町 104,297
9 清水町 103,195
10 伊豆の国市 101,924
11 静岡市 101,846
12 熱海市 101,220
13 菊川市 100,627
14 湖西市 99,829
15 長泉町 99,076
16 河津町 97,956
17 袋井市 97,705
18 東伊豆町 97,308
19 焼津市 96,746
20 島田市 96,564
21 掛川市 96,463
22 森町 95,902
23 松崎町 94,675
24 富士市 94,514
25 三島市 93,134
26 藤枝市 92,897
27 函南町 92,794
28 下田市 90,339
29 伊東市 89,316
30 富士宮市 88,728
31 南伊豆町 87,473
32 磐田市 87,440
33 伊豆市 85,719
34 西伊豆町 77,311
35 川根本町 75,131

県�平�均 99,762

一人当たり医療費（平成２７年度）
順位 市町名 金額（円）
1 南伊豆町 377,002
2 熱海市 371,206
3 河津町 364,571
4 西伊豆町 358,562
5 伊豆市 356,904
6 長泉町 353,207
7 三島市 347,699
8 小山町 345,546
9 静岡市 345,541
10 富士市 342,827
11 焼津市 339,325
12 御前崎市 338,638
13 浜松市 338,461
14 沼津市 338,258
15 伊豆の国市 337,588
16 島田市 336,042
17 裾野市 335,468
18 湖西市 335,095
19 富士宮市 334,942
20 吉田町 333,395
21 菊川市 330,347
22 藤枝市 330,115
23 磐田市 328,790
24 松崎町 328,647
25 下田市 327,740
26 掛川市 327,248
27 川根本町 326,837
28 東伊豆町 325,065
29 袋井市 324,776
30 森町 324,765
31 函南町 324,600
32 牧之原市 318,333
33 御殿場市 317,611
34 清水町 307,850
35 伊東市 306,166

県�平�均 337,355
【出典】静岡県「国民健康保険事業状況」より作成

6よしだ議会だより 第88号



　

富
士
見
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
事
業
施
行
か
ら

20
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
未
だ
に
土
地
区
画
整

理
事
業
は
完
了
し
て
い
な

い
。
富
士
見
土
地
区
画
整

理
事
業
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
質
問
し
た
。　

問　
土
地
区
画
整
理
法

に
も
理
事
５
人
は
、

必
ず
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
富
士
見
土

地
区
画
整
理
組
合
は
何
人

い
る
か
。

答　
高
齢
お
よ
び
病
気

な
ど
の
理
事
が
お

り
、
実
質
２
人
だ
け
で
あ

る
。
現
在
、
理
事
会
組
織

の
整
備
を
図
る
た
め
組
合

と
協
議
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
30
年
２
月
頃

ま
で
に
は
、
理
事
長
お
よ

び
理
事
の
選
任
を
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

問　
理
事
会
は
、
過
去

３
年
間
で
何
回
開
催

し
た
か
。

答　
理
事
会
は
開
催
し

て
い
な
い
が
、
役
員

と
は
常
に
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

問　
保
留
地
売
却
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
。

答　
当
初
22
区
画
、

２
６
９
１
㎡
あ
っ
た

保
留
地
が
、
現
在
で
は
５

区
画
873
㎡
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
町
広
報
誌

へ
の
保
留
地
情
報
の
掲
載

お
よ
び
県
土
地
区
画
整
理

連
合
会
が
発
信
す
る
不
動

産
情
報
へ
の
積
極
的
な
情

報
提
供
な
ど
、
保
留
地
処

分
に
向
け
た
取
り
組
み
は

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

が
、
児
童
公
園
に
建

設
さ
れ
児
童
公
園
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
。

答　
組
合
員
の
意
見
を

聞
き
、
ま
た
、
静
岡

県
の
担
当
部
署
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
建
設
の
必
要

性
が
あ
れ
ば
、
組
合
と
十

分
協
議
し
て
計
画
を
進
め

て
い
く
。

問　
新
た
な
公
園
を
建

設
す
る
と
な
れ
ば
、

事
業
計
画
お
よ
び
換
地
の

位
置
の
再
検
討
、
な
ら
び

に
保
留
地
の
取
り
扱
い
の

新
た
な
問
題
に
つ
い
て
町

と
し
て
の
対
応
は
。

答　
新
た
な
公
園
を
生

み
出
す
こ
と
は
、
事

業
計
画
お
よ
び
換
地
位
置

の
指
定
な
ど
計
画
を
検
討

す
る
必
要
が
生
じ
る
。
町

と
し
て
は
、
組
合
員
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
、
県
の

担
当
部
署
お
よ
び
県
土
地

区
画
整
理
組
合
連
合
会
の

指
導
を
受
け
、
組
合
と
慎

重
に
協
議
を
重
ね
て
対
応

し
て
い
く
。

問　
富
士
見
土
地
整
理

組
合
の
今
後
の
技
術

的
お
よ
び
財
政
的
支
援
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答　
技
術
的
な
面
に
つ

い
て
は
、
工
事
発
注

の
現
場
管
理
、
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
協
議
の
ほ

か
、
事
業
計
画
、
換
地
計

画
の
変
更
手
続
き
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な

分
野
に
お
け
る
技
術
的
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
財

政
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
か
県
担
当
部
局
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

杉　本　幸　正　議員

富士見土地区画整理事業の現状は問

技術的、財政的支援は県の支援を受ける答

富士見土地区画整理事業地
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「
吉
田
町

地
震
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

洪
水
・
土
砂
災
害
・

高
潮
・
地
震
・
大
火
災

や
駿
河
ト
ラ
フ
・
南
海

ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す

る
大
地
震
の
被
害
想
定

な
ど
に
対
す
る
避
難

所
・
福
祉
避
難
所
が
掲

載
さ
れ
、
全
戸
に
配
布

し
て
い
る
。

問　
避
難
訓
練
に
求
め

る
具
体
的
な
目
標
は

答　
総
合
防
災
訓
練
も
、

地
域
防
災
訓
練
も
、

県
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て

吉
田
町
の
重
点
目
標
を
決

め
て
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
数
値
目
標
は
な

い
。問　

地
域
ご
と
に
災
害

の
種
別
が
あ
り
課
題

が
あ
る
。
課
題
に
即
し
た

訓
練
は
で
き
て
い
る
か
。

答　
沿
岸
部
で
は
津
波

避
難
を
課
題
に
取
組

ん
で
い
る
。
津
波
被
害
が

想
定
さ
れ
な
い
地
域
で
は

被
災
者
の
受
け
入
れ
を
想

定
し
た
避
難
所
運
営
訓
練

な
ど
の
取
り
組
み
に
努
め

て
い
る
。

問　
避
難
所
に
は
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
っ
た
人

や
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難

す
る
人
な
ど
が
い
る
。
訓

練
は
体
育
館
と
か
、
実
際

の
場
で
し
か
で
き
な
い
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
訓
練
は
。

答　
避
難
所
運
営
訓
練

は
女
性
の
視
点
か
ら

も
大
変
必
要
に
な
る
。
訓

練
の
計
画
か
ら
実
際
の
運

営
の
訓
練
ま
で
き
め
こ
ま

や
か
に
指
導
し
て
い
き
た

い
。問　

豪
雨
と
地
震
な
ど

同
時
に
起
き
二
次
災

害
を
招
く
可
能
性
が
あ

る
。
検
討
は
さ
れ
て
い
る

か
。答　

同
時
に
発
生
し
た

場
合
は
、
リ
ス
ク
回

避
が
で
き
る
最
適
な
施
設

へ
の
避
難
誘
導
に
努
め
る
。

問　
吉
田
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
「
よ
し
き

た
」
の
新
設
な
ど
地
域
の

状
況
は
変
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
避
難
に
は
湯
日
川

横
断
な
ど
危
険
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
避
難

場
所
・
避
難
所
の
見
直
し

は
。答　

耐
震
改
修
を
し
て

い
る
総
合
体
育
館
も

避
難
場
所
に
指
定
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
吉
田

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

「
よ
し
き
た
」
な
ど
と
と

も
に
避
難
場
所
の
修
正
を

し
て
い
き
た
い
。

問　
自
主
防
災
会
の
会

長
は
消
防
署
職
員
Ｏ

Ｂ
や
専
門
知
識
を
持
っ
た

人
な
ど
を
選
任
し
、
中
期

的
な
訓
練
が
効
果
的
で
あ

る
と
思
う
が
。

答　
自
主
防
災
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
地
域
防
災
の
向
上
に

繫
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

一般質問

山　内　　均　議員

豪雨と地震、同時発生時の避難は問

リスク回避できる最適な施設へ誘導答

吉田町コミュニティ広場「よしきた」

湯
日
川
、
千
草
橋
に

設
置
さ
れ
た
水
位
観
測
所
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10
月
23
日
よ
り
町
内

４
会
場
に
て
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

１０１
人
の
来
場
者
か
ら

の
、
活
発
な
意
見
・
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
今

後
の
議
会
活
動
に
反
映

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
詳
細
は
議
会
Ｈ

Ｐ
へ
）

問　
時
間
外
勤
務
手
当

が
1
億
円
は
額
が
多

い
。
一
般
で
は
考
え
ら
れ

な
い
。

答　
職
員
数
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
も
一
つ

の
原
因
で
あ
る
。
職
員
定

数
を
増
や
し
た
。
他
市
町

は
小
山
町
317
人
、
清
水
町

250
人
、
函
南
町
280
人
、
吉

田
町
は
235
人
で
あ
る
。
ま

た
予
算
の
額
も
以
前
に
比

べ
108
億
と
増
え
、
そ
れ
に

伴
い
事
業
の
数
も
増
え
た
。

　
意
見

○
常
会
な
ど
組
内
で
集
ま

る
会
も
あ
る
。
も
っ
と
そ

の
会
な
ど
で
、
参
加
を
呼

び
掛
け
て
も
良
い
の
で
は
。

問　
個
人
町
民
税
で
、

農
業
所
得
は
増
え
て

い
る
の
か
。

答　
農
業
所
得
者
は
、

個
人
町
民
税
の
構
成

比
０
．
２
％
で
納
税
者
は

26
人
。
昨
年
の
16
人
よ
り

増
加
し
約
２
０
０
０
万
円

所
得
金
額
が
増
え
た
。
レ

タ
ス
農
家
と
聞
い
て
い
る
。

　
意
見

○
職
員
も
つ
ら
い
と
思
っ
た

と
き
に
話
せ
る
状
況
を
つ

く
る
こ
と
も
大
切
。

○
時
間
外
が
１
億
円
を
超

え
て
い
る
が
、
仕
事
を
家

に
持
っ
て
帰
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
か
。

問　
教
育
振
興
費
の
内

容
は
。

答　
教
員
補
助
員
費
、

小
・
中
学
校
の
普
通

教
室
と
特
別
教
室
の
空
調

設
備
整
備
、
体
育
館
耐
震

補
強
改
修
工
事
費
な
ど
で

あ
る
。

　
意
見

○
湯
日
川
の
除
草
や
河
床

の
浚
渫
で
県
管
轄
の
範
囲

の
部
分
で
、
県
土
木
の
対

応
が
遅
い
。

○
親
の
仕
事
の
時
間
を
考

え
る
と
学
校
に
行
って
い
る

方
が
仕
事
し
や
す
い
、
ま

た
長
期
休
み
に
家
族
の
時

間
を
持
ち
た
い
な
ど
個
々

に
異
な
る
の
で
、
一
概
に
言

え
な
い
。

問　
自
彊
小
は
児
童
が

増
え
た
が
、
学
童
保

育
の
増
設
は
あ
る
の
か
。

答　
行
政
報
告
会
で
は
、

拡
充
の
説
明
が
あ
っ

た
。
今
後
様
子
を
み
て
い

く
。

　
意
見

○
下
水
道
工
事
が
住
吉
地

区
で
完
了
し
た
の
で
住
吉

地
区
の一軒
当
た
り
の
工
事

費
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

公
開
し
て
ほ
し
い
。

○
下
水
道
事
業
は
全
体
計

画
の
見
直
し
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

計
画
区
域
事
業
が
達
成

で
き
な
い
う
ち
に
実
施
地

域
の
改
修
工
事
が
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
。

アンケート結果　出席者１０１人　回答者数１０１人
お　住　ま　い

住吉 川尻 片岡 北区 不明 計 男 女 不明
２８ ２１ ２０ ３０ ２ 101 ７０ ２６ ５

年　齢
20代 30代 40代 50代 60代 70代 不明 計
１ ８ ２２ １０ ４５ １４ １ 101

川
尻
会
館

住
吉
会
館

片
岡
会
館

北
区
自
彊
館

第15回吉田町議会報告会
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29
年
６
月
か
ら
12
月

ま
で
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」
。
目
的
を
「
団
塊

の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
備
え

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
調
査
・
研
究

を
し
た
。

　

住
ま
い
・
医
療
・
予

防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
実
現
に
つ
い
て
、

現
在
町
が
取
組
ん
で
い

る
高
齢
者
移
動
支
援
事

業
・
声
か
け
隊
・
居
場

所
づ
く
り
・
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地

域
の
実
情
に
即
し
た
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
強
化
の
中
か
ら
、

活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
「
居
場
所
づ
く

り
」
を
調
査
し
た
。

９
月
２
日

み
ん
な
の
居
場
所
「
ふ
つ

か
会
」。

９
月
３
日

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
・
カ

フ
ェ
。

９
月
27
日

喫
茶　

杉
の
こ
。

10
月
６
日

ふ
れ
あ
い
の
場
「
野
い
ち

ご
」。

10
月
17
日

手
芸
を
楽
し
む
サ
ロ
ン
。

・
活
発
な
活
動
を
支
え
る

参
加
者
は
、
女
性
が
目
立

つ
一
方
、
男
性
が
少
な
い
。

・
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
・

カ
フ
ェ
で
は
、
参
加
者
が

積
極
的
に
友
達
を
誘
っ
て

く
る
。

　

み
ん
な
の
居
場
所
「
ふ

つ
か
会
」
で
は
メ
ン
バ
ー

が
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の

知
人
を
誘
う
。

・
参
加
者
の
高
齢
化
に
よ

る
免
許
証
の
返
納
に
よ
り
、

送
迎
支
援
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
望
む
声
が
あ
っ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
受
講
修
了
者
が
「
居

場
所
づ
く
り
」
の
立
ち
上

げ
に
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

・「
居
場
所
づ
く
り
」
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
力
強
い
意
思
と
熱
意

や
多
く
の
施
設
の
協
力
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。

・
歩
い
て
参
加
で
き
る
範

囲
に
居
場
所
や
サ
ロ
ン
な

ど
が
あ
る
こ
と
。

・
普
段
か
ら
の
地
域
づ
く

り
や
近
所
づ
き
あ
い
が
元

気
を
支
え
る
。

・
口
伝
え
で
「
居
場
所
」

へ
の
参
加
者
が
増
え
て
い

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
は
町
に
対
し
て

関
係
団
体
や
地
域
と
い
っ

そ
う
協
力
を
し
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、「
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５

年
に
備
え
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を

望
む
こ
と
と
し
た
。

　

生
活
交
通
の
確
保
に
つ

い
て
。

【
目
的
】

　

地
域
の
生
活
交
通
お
よ

び
確
保
・
維
持
、
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
。

�

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

山
内　

均

委
員
会
調
査
報
告

活
動
内
容

ま
　
と
　
め

次
期
調
査
事
項

総務文教常任委員会調査報告
「地域包括ケアシステムについて」調査終了
次期調査事項「生活交通の確保について」

みんなの居場所「ふつか会」

ふれあいの場「野いちご」

おしゃべりサロン・カフェ
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10
月
5
日

　

所
管
事
務
調
査
の
う

ち
河
川
の
管
理
お
よ
び

整
備
に
つ
い
て
当
局
に

４
項
目
の
説
明
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
。

①
土
地
利
用
の
変
化
と
降

雨
量
に
対
す
る
河
川
の
整

備
・
改
修
の
計
画
に
つい
て

②
大
雨
時
の
冠
水
対
策
の

つい
て

③
河
川
・
側
溝
の
整
備
・

清
掃
に
つい
て

④
二
級
河
川
に
対
す
る
要

望
に
つい
て

10
月
27
日

　

右
記
事
項
に
つ
い
て
当

局
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

11
月
16
日

　

当
局
か
ら
の
回
答
と
質

疑
内
容
を
整
理
し
、
現
地

調
査
の
必
要
な
箇
所
を
検

討
し
た
。

12
月
8
日

　

町
内
５
河
川
の
現
地
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
、
閉

会
中
に
お
い
て
も
引
き
続

き
河
川
の
管
理
お
よ
び
整

備
に
つい
て
調
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

（
調
査
河
川
名
）

・
大
幡
川

・
湯
日
川

・
稲
荷
川

・
住
吉
川

・
坂
口
谷
川

12
月
20
日

　

現
地
調
査
を
１
月
中
旬

に
行
う
と
と
も
に
、
治
水

対
策
や
河
川
整
備
の
先
進

地
視
察
を
検
討
し
相
手
先

に
打
診
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�
委
員
長　
　

大
石　

巌

　

９
月
定
例
会
に
お
い

て
決
議
さ
れ
た
特
別
委

員
会
で
、
目
的
は
Ｔ
Ｃ

Ｐ
・
ト
リ
ビ
ン
ス
・
プ

ラ
ン
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
い
教
育
改
革

に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

る
。
委
員
は
６
人
で
構

成
さ
れ
、
設
置
期
間
は

調
査
研
究
が
終
了
す
る

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

10
月
5
日

　

こ
れ
か
ら
の
委
員
会
の

運
営
に
つい
て
協
議
し
た
。

①
教
育
改
革
に
伴
う
授
業

時
間
の
平
準
化
に
つい
て
、

他
市
町
の
方
針
を
調
査
す

る
。

②
教
員
の
多
忙
化
の
原
因

と
解
消
策
に
つ
い
て
調
査

す
る
。

③
教
育
委
員
会
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
後
の
疑
問
点

に
つい
て
調
査
・
研
究
す
る
。

　
10
月
18
日

　

教
育
改
革
に
伴
う
授
業

時
間
の
平
準
化
に
つい
て
協

議
し
た
。

　

各
委
員
が
他
市
町
の
実

施
状
況
、
検
討
状
況
に
つ

い
て
資
料
の
配
布
と
説
明

を
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
新
学
習
指

導
要
領
の
理
解
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
学
習

指
導
要
領
の
授
業
時
間
の

平
準
化
に
関
す
る
資
料
を

配
布
し
疑
問
点
を
上
げ
て
、

質
問
事
項
を
検
討
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

10
月
25
日

　

教
育
改
革
に
伴
う
授
業

時
間
の
平
準
化
に
つい
て
協

議
し
た
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
授

業
時
間
の
平
準
化
に
つい
て

の
疑
問
点
を
出
し
合
い
、

町
の
進
め
方
に
お
け
る
疑

問
点
と
質
問
事
項
を
検
討

し
た
。

　

授
業
時
間
平
準
化
に
対

す
る
疑
問
点
は
、
20
項
目

上
げ
ら
れ
た
。

　

次
回
、
こ
れ
ら
の
項
目

か
ら
、
質
問
事
項
を
ま
と

め
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　11

月
14
日

　

教
育
改
革
に
伴
う
授
業

時
間
の
平
準
化
に
つい
て
協

議
し
た
。

　

教
育
委
員
会
に
対
す
る

質
問
事
項
の
ま
と
め
。

①
新
学
習
指
導
要
領
へ
の

対
応
と
し
て
の
「
授
業
日

の
平
準
化
」
と
は
。

②
吉
田
町
教
育
大
綱
の
中
で

の
「
確
か
な
学
力
」
と
は
、

Ｔ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
と
同
じ
も
の
か
。

③
10
月
末
に
報
告
の
あ
っ

た
Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ト
リ
ビ
ン
ス
・

プ
ラ
ン
決
定
ま
で
の
経
緯

は
。

　

次
に
、
行
政
報
告
会
に

お
け
る
Ｔ
Ｃ
Ｐ・ト
リ
ビンス・

プ
ラ
ン
の
方
向
性
の
報
告
に

つい
て
協
議
し
、
次
回
、
確

認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

①�

職
員
の
多
忙
化
の
実
態
。

②
新
し
い
方
向
性
の
プ
ラ
ン

に
対
す
る
意
見
。

吉
田
町
教
育
改
革
調
査

�

特
別
委
員
会

�

委
員
長　

八
木　

栄

吉
田
町
教
育
改
革
調
査
特
別
委
員
会

産業建設常任委員会調査報告
「道路・河川及び都市公園の管理及び整備について」
豪雨時の道路冠水や劣化した道路の補修、河川の改修や管理について、

町民から行政に対する要望を調査、研究する。

大雨時の冠水被害（住吉地内）
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吉田町消防団　出初式

吉田町成人式

吉田たんぼ　レタス収穫

吉田中学校野球部　目指せ全国制覇

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
三
輪
美
由
紀

副
委
員
長
　
山
口
　
一
博

委
　
　
員
　
蒔
田
　
昌
代

　
　
　
　
　
大
石
　
巌

　
　
　
　
　
三
輪
　
正
邦

　
　
　
　
　
河
原
崎
曻
司

あ
　
と
　
が
　
き

　

平
成
30
年
と
い
う
新
た

な
年
を
迎
え
、
一
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
は
議

長
・
副
議
長
の
改
選
と
各

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
の
編
成
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
の
委
員
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東

京
や
静
岡
で
の
議
会
広
報

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
表
彰
さ
れ
た
議

会
広
報
誌
を
研
究
し
、
見

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

誌
面
づ
く
り
の
た
め
努
力

し
て
い
ま
す
。
今
年
最
初

の
議
会
だ
よ
り
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
(　

Ｍ
・
Ｍ　

)

議会フェイスブックページから、議会情報の発信中。
こちらからどうぞ
https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
動画や写真のスライドショーなど、
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。 （ＱＲコード）

ま ち の 話 題
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